
第 73 回

全日本産業別柔道大会

期日　　2025年11月23日（日・祝）	 場所　　講 道 館
主催　　全日本実業柔道連盟　　　　　　主管　　東日本実業柔道連盟
後援　（公財）講道館・（公財）全日本柔道連盟





ご あ い さ つ

全日本実業柔道連盟　　
会　長　小 堀 秀 毅

本日、ここ講道館において「第73回全日本産業別柔道大会」が開催されますことを
誠に喜ばしく思います。
本大会は、昭和28年以来、企業の枠を超えて業種別にチームを編成し、覇権を競う
一方で、相互の交流や親睦を深める場として開催されてきた大変意義深い大会であり
ます。令和４年より、階級別の団体戦として新たな試合方式で行われていますが、今
回８部門からのご参加をいただきました。これも会員企業の皆様方の実業柔道に対す
るご理解とご支援の賜物であると厚く御礼申し上げます。
さて、今年６月に、ハンガリーのブダペストで開催されました世界選手権大会では、
日本選手団は個人戦で金６個を含む14個のメダルを獲得し、加えて男女混合団体戦で
も銅メダルを獲得するなど、日本柔道のレベルの高さを改めて世界にアピールする事
が出来ました。選手の皆さんには、2026年のアゼルバイジャン世界選手権大会などそ
れぞれの目標に向け、実力を存分に発揮して戦って頂くことを期待します。
また、当連盟の選手の皆さんは、柔道選手であるとともに、嘉納治五郎師範が終生
取り組まれた「柔道を通じた人づくり」を具現化する、礼節を重んじる良き社会人で
あるべきであり、柔道はその修養の場でもあります。本大会においても、正々堂々と
試合に臨み、日頃の鍛錬の成果を遺憾なく発揮してください。そして、各方面のご支
援に改めて感謝し、更に社会全体の発展に貢献するために、これからも精進を重ねて
いただくことを願っております。
最後に、本大会の開催運営に多大なご尽力を賜りました大会役員をはじめ関係者の
皆様方に厚く御礼を申し上げまして、私のご挨拶とさせていただきます。
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第 73 回全日本産業別柔道大会実施要項

１．日　　　時	 2025年11月23日（日・祝）午前８時20分（開場） ９時45分時開会式終了後試合開始
２．場　　　所	 講 道 館　〒112–0003東京都文京区春日１-16-30　電話03-3818-4893
３．主　　　催	 全日本実業柔道連盟
４．主　　　管	 東日本実業柔道連盟
５．後　　　援	（公財）講道館、（公財）全日本柔道連盟
６．参 加 資 格	 ⑴ 全日本柔道連盟に登録した者であること。
	 ⑵ �全日本実業柔道連盟に加盟し年会費を納めた会員企業に在籍し、全日本実業柔道連盟に選手登録して

いる者。※年会費未納の場合は参加できない。
７．試 合 要 項	 ⑴ 出場部門は産業別に編成する。
	 ⑵ �部門編成は役員（監督、助監督、コーチ、主務、トレーナー）８名、登録選手は３階級で18名以内とし、

73kg以下、90kg以下、無差別級で各階級６名以内 計18名以内とする。
	 　 �但し、２社以上の会社単位より登録し選手編成は１事業所当たり10名を超えることはできない。また

参加部門の監督は全日本柔道連盟指導者資格Cライセンス以上の既得者とする。
	 ⑶ 試合方法
	 　 �試合は出場部門をＡブロック・Ｂブロックに分けてリーグ戦を行い、各ブロックの１位による決勝戦

と２位による３位決定戦を行う。
	 　 イ．�試合時の選手編成は12人制とし、選手配列は、先鋒から軽い階級順73kg以下４名、90kg以下４名、

無差別級４名とする。
	 	 その各カテゴリー内での選手選出は試合ごとに自由とする。
	 	 また、本大会において上記に登録した階級より重い階級で試合に出場することが出来る。
	 	 （73㎏登録）・・・90㎏・無差別級に出場可、（90㎏登録）・・・無差別級に出場可。
	 	 但し、一度登録外の階級出場した場合、再び登録階級に戻ることはできない。
	 	 第１試合のオーダーは試合当日９時00分までに大会本部に提出する。
	 	 �第２試合以降は、自部門の試合が終了後、または次対戦部門試合終了後、５分以内に提出するこ

と。未提出により５分経過した後は、自動的に前回戦のオーダーのとおりとなる。
	 　 ロ．チーム間の勝敗は次により決定する。
	 	 ①勝者数の多いチームを勝ちとする。
	 	 ②�①で同数の場合は一本勝、不戦勝ち、棄権勝ち、相手の反則負け＞技有＞有効＞僅差の勝の内

容により上位を決める。
	 	 ③�勝数・内容が同一の場合は、任意選出１名による代表戦を行う。代表戦で「引き分け」の場合

は、ゴールデンスコア（延長戦）により勝敗を決する。ゴールデンスコアで両者反則負けで勝敗
が決しない場合は、再び任意選出にて代表戦を行う。代表戦で「引き分け」の場合は、ゴール
デンスコア（延長戦）により勝敗を決する。なお、リーグ戦終了後の順位決定において内容（1．
チームの勝ち数、2．チームの勝ちの内容、3．チームの負け数、4．直接対決での勝者）により
順位を決定する。

	 ⑷ 柔道衣について
	 　 �2022年１月から国際柔道連盟が改正した柔道衣コントロールで実施する。
	 　 全柔連柔道衣規格に合格した柔道衣（上衣、下穿、帯）を着用すること。
	 　 柔連柔道衣規格合格品のリストは全日本柔道連盟のホームページを参照のこと。
	 　 柔道衣の大きさ又は規格が規定に合わない場合は出場を認めない。（主催者は予備の柔道衣を準備しない）
	 ⑸ ゼッケンについて
	 　 �布地は白色とし、苗字を上部2/3、チーム名を下部1/3に男子は黒文字で記載する。サイズについては

縦25cm～30cm、横30㎝～35cmとすること。縫い付け位置は後襟から５cm～10cm下部に縫い付ける
こと。

８．計　　　量	 �大会当日午前８時30分から午前９時00分までの間、「73kg以下」及び「90kg以下」の計量を実施する
（＋２kgまで認める）なお、無差別級の計量は行わない。

	 ※計量は、部門ごとに計量者全員がまとまって行う。
	 ※計量場所：講道館新館２階教室
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９．審 判 規 定	 ⑴ 最新の国際柔道連盟試合審判規定で行う。（2025～2028）
	 ⑵ 試合時間４分間。
	 ⑶ 優勢勝ちの判定基準は「有効」又は ｢僅差」以上とする。
	 　 ※「指導」差が２対０になった場合「指導」０の選手を「僅差」勝ち、「指導」差が１は引分け。
	 ⑷ 「技の内容」と「指導」の重み。※【一本勝＝反則勝＞技あり＞有効＞僅差】の順とする。
	 ⑸ 代表戦については、個人戦同様で「僅差」決着なし。
10．申 込 方 法	 ⑴ 申込期日　10月17日（金）厳守とする。

	 ⑵ 申 込 書　別紙申込書を使用し、生年月日と全柔連登録番号は明確に記入すること｡
	 ⑶ 申 込 先　〒107-8511東京都港区元赤坂1-6-6　綜合警備保障㈱内 東日本実業柔道連盟
	  　　　　　　TEL：03-3402-7528　FAX：03-3402-7538　E-mail：higashijudo-j@alsok.co.jp
	 ⑷ 選手変更　11月14日（金）～18日（火）17時00分まで東実柔連事務局宛メールにて受け付ける。
	 　　　　　　大会申し込み後にメールにて案内をする。※大会前日の選手変更は無し。
	 　 ※但し選手変更については、参加申込時メンバ－より各階級登録外選手２名以内とする。
11．抽　選　会	 10月24日（金）午後４時より、ALSOK本社内会議室にて大会役員立会いの上、組合せ抽選会を厳正に行う。
12．表　　　彰	 �優勝（賞状・優勝旗・優勝杯・賞品）、準優勝（賞状・賞品）、３位（賞状・賞品）を表彰する。優秀選手賞は

７名（優勝部門３名・準優勝部門２名・３位部門２名）を表彰する。
13．参　加　料	 参加料は１部門当たり150,000円とする。
	 振込先　全日本産業別柔道大会事務局　三井住友銀行本店 営業部普通9028311
14．代表者会議	 集合形式の会議は開催せず、事前に参加部門へ案内をする。
15．審　判　員	 ⑴ 全日本実業柔道連盟により委嘱する。
	 ⑵ 試合当日９時15分より講道館７階大道場・第３試合場にて、審判会議を開催する。
16．開 閉 会 式	 ⑴ ９時45分より開会式を行うので、出場選手は柔道着を着用の上参加すること。
	 ⑵ 表彰式・閉会式について、入賞チームは柔道着を着用の上参加すること。
17．傷 害 保 険	 �本大会において当連盟は傷害保険（死亡、後遺障害、入院に適用）に加入する。但し、試合中の傷害に対す

る補償のみとする。その他の保険は各社又は各人は自己責任にて必ず傷害保険に加入すること。
18．出 場 部 門	 出場部門は以下の８部門を予定する。
	 �繊維部門、医療・警備部門、官公庁部門、建設・電機・機械部門、鉄鋼部門、運輸部門、ＪＲ部門、食品・

印刷・サービス部門。
19．特 記 事 項	 ⑴ �皮膚真菌症（トンスランス感染症）について、発症の有無を各所属の責任において必ず確認すること。

感染が疑わしい、もしくは感染が判明した選手は、迅速に医療機関において的確な治療を行なうこと。
大会時に、選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会への出場ができない場合もある。

	 ⑵ 脳振盪対応について、選手及び指導者は以下の事項を遵守すること。
	 　 ・大会前１ヶ月以内に脳振盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可を得ること。
	 　 �・大会中、脳振盪を受傷した者は継続して当該大会に出場することは認めない。（受傷した時点で必ず

専門医を受診すること）
	 　 �・練習再開に際しては、脳神経外科の診察を受け、許可を得ること。
	 　 �・上記のいずれかに該当する選手がいる場合、指導者は必ず大会事務局へ事故報告書を提出すること。
	 ⑶ 大会で撮影された写真および映像の肖像権は、主催者側に帰属する。
	 ⑷ プログラムに掲載する大会申込情報は、ホームページに掲載する。

以上
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名 誉 会 長 宗 岡 正 二

名 誉 顧 問 浅 野 敏 雄 村 井 　 温 森 　 詳 介

会 長 小 堀 秀 毅

副 会 長 村 井 　 豪 松 本 秀 作

常 任 顧 問 内 海 章 雄 内 海 健 雄 江 口 　 孝

唐 池 恒 二 佐 藤 貴 史 戸 髙 善 之

橋 田 紘 一 三 好 忠 滿 森 口 嘉 久

山 口 英 彰 米 澤 隆 弘

顧 問 大 山 昭 三 瀬 戸 口 正 征 山 本 裕 洋

渡 辺 軍 三

参 与 浅 賀 健 一 大 橋 武 彦 柏 倉 伸 司

小 林 　 章 小 林 次 雄 高 橋 　 茂

竹 元 紀 夫 中 村 真 一 橋 本 　 上

丸 谷 武 久 水 谷 久 夫 水 野 寛 之

藪 　 宏 明

大 会 顧 問 大 塚 陸 毅

大 会 参 与 福 田 　 寛 島 本 貴 洋 伊 吹 隆 直

西 坂 　 徹

（順不同）

第73回　全日本産業別柔道大会役員
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大会委員長 佐 藤 　 輝

大会副委員長 諏 訪 　 剛 田 中 裕 二

大 会 委 員 中 村 佳 央 丸 田 廣 行 三 好 伊 知 郎
栗 原 孝 至 児 島 廣 政 池 田 紀 之
岡 泉 　 茂 岡 本 　 有 貝 山 仁 美
木 村 博 行 齋 藤 秀 二 薪 谷 　 翠
中 村 淳 子 中 村 　 元 西 川 　 知
日 浦 慎 司 松 岡 義 之 山 岸 裕 二
山 田 利 彦 山 本 　 剛 山 脇 　 悟
渡 邊 裕 二 秋 元 利 幸 浅 沼 理 任
阿 部 敏 幸 伊 志 嶺 朝 之 介 宇 都 宮 国 博
宇 髙 菜 絵 及 川 幸 雄 金 丸 明 人
賀 持 道 明 河 合 宏 和 川 北 周 平
川 下 裕 一 喜 多 康 之 小 島 喜 一 朗
柴 田 宗 輝 高 宮 　 廣 樽 谷 哲 子
壷 阪 昌 博 樋 川 　 純 永 井 航 生
永 井 亮 平 中 嶋 和 三 郎 中 村 伸 一
中 山 　 修 橋 場 和 大 福 見 友 子
藤 本 栄 二 古 田 昌 直 古 宮 洋 二
前 　 保 幸 松 阪 　 誉 松 村 健 司
柳 澤 　 久 山 本 典 実 吉 薗 勇 太
石 井 竜 太 乾 　 義 昭 大 熊 将 史
小 野 勇 輝 河 原 正 太 君 塚 政 則
小 泉 友 厚 甲 能 　 武 斉 藤 恒 一
佐 藤 　 等 重 原 　 努 白 神 哲 治
志 々 場 將 夫 高 松 雄 太 田 中 寛 仁
中 濱 真 吾 中 村 兼 三 早 川 憲 幸
樋 口 真 広 久 富 勝 之 松 本 修 三
三 浦 翔 平 御 手 洗 大 作 望 月 義 勝
矢 嵜 雄 太 藪 田 幸 士 山 本 和 博
山 本 　 勉 横 井 健 二 吉 岡 正 人
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（正　　面）

保
健
室

役員控室 階　段

階　段

ＷＣ階

　段

大会本部師範室

本　　部　　席 オーダー受付救護

第２試合場 第１試合場

非常階段 非常階段

ＥＶ
ＥＶ

講道館大道場（７階）

競　技　役　員

審 判 長 諏 訪 　 剛

審 判 委 員 金 丸 明 人 向 井 幹 博

審 判 員 岩 村 　 衡 稲 川 郁 子 阿 部 雅 人
中 嶋 和 三 郎 尾 山 眞 司 渡 邊 裕 二
河 原 正 太 千 品 洋 一 田 中 寛 仁
秋 元 紀 力 上 野 義 行 工 藤 　 文
本 田 綾 香 甲 地 吉 行

優秀選手選考委員 諏 訪 　 剛 田 中 裕 二

総 務 係 中 村 佳 央 丸 田 廣 行 牧 瀬 敏 文
荒 木 清 之 小 林 　 章 中 嶋 和 三 郎
斎 藤 秀 二 川 下 裕 一 山 岸 裕 二
山 本 　 剛 中 山 裕 司 壷 阪 昌 弘
薪 谷 　 翠 大 矢 真 弓 木 下 路 子
川 瀬 裕 二 鈴 木 雅 晶

試合場責任者 手 柴 宗 一 郎 石 塚 康 太 郎 平 方 大 喜

救 護 係 長 岡 　 英 山 根 孝 之 吉 田 和 永

補 助 係 員 高輪学園
中 川 剛 大 鵜 澤 橙 也 蒔 田 景 一 郎
市 川 煌 士 森 田 唯 仁 渡 邊 裕 功

桐朋学園
岡 澤 鳳 修 岡 田 煌 史 大 西 　 春
渡 邉 景 太 宮 地 天 晴 東 川 航 己

（順不同）

−7−





Ａブロックリーグ戦　組み合わせ

試合順序 第１試合場

１ 食品・印刷・サービス部門 VS 鉄 鋼 部 門

２ 官 公 庁 部 門 VS 運 輸 部 門

３ 食品・印刷・サービス部門 VS 官 公 庁 部 門

４ 鉄 鋼 部 門 VS 運 輸 部 門

５ 鉄 鋼 部 門 VS 官 公 庁 部 門

６ 食品・印刷・サービス部門 VS 運 輸 部 門

７ 決　勝　戦

第１位：　　　　　　　　　　　

第２位：　　　　　　　　　　　

No.

チーム名

No.

１ ２ ３ ４ 勝　負 順　位

食品・印刷・
サービス 鉄　　鋼 官 公 庁 運　　輸 勝−負−分

１ 食品・印刷・サービス

①−１ ①−３ ①−６

２ 鉄　　鋼

①−１ ①−５ ①−４

３ 官 公 庁

①−３ ①−５ ①−２

４ 運　　輸

①−６ ①−４ ①−２

※①は、試合場−試合順

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
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《Ａブロック》

食品・印刷・サービス 鉄　　　鋼
選手別 階級 段位 氏　　　名 所　　　属 選手別 階級 段位 氏　　　名 所　　　属
監 督 吉 薗 勇 太 ダ イ コ ロ 監 督 齋 藤 　 俊 日本製鉄・広畑
助 監 督 藤 猪 省 太 日本エースサポート 助 監 督 出 口 嘉 之 戸 髙 鉱 業 社
〃 海 老 沼 　 聖 パ ー ク 2 4 〃 細 田 真 史 〃

〃 川 北 周 平 JFEスチール
〃 竹 本 五 成 日本製鉄・大分
〃 大 瀧 誠 士 日本製鉄・名古屋
〃 岩 本 英 樹 日本製鉄・本社
〃 守 屋 幸 裕 日本製鉄・室蘭
〃 西 山 大 希 日本製鉄・広畑

コーチ・主務 谷 井 大 輝 〃

選 手 73 5 佐 藤 雄 哉 日本エースサポート 選 手 73 初 上 原 翔 希 日本製鉄・大分
73 2 旭 　 征 哉 〃 73 2 佐 藤 周 也 戸 髙 鉱 業 社
73 4 近 藤 隼 斗 パ ー ク 2 4 73 3 弓 矢 健 奨 日本製鉄・本社
73 4 前 山 昌 平 ダ イ コ ロ 73 2 諏 訪 部 　 仁 〃
73 無 コーリヌグラハ 〃 73 2 門 馬 友 規 〃
73 2 小 田 優 斗 〃 73 3 別 所 晃 己 JFEスチール
90 3 田 中 航 太 日本エースサポート 90 3 布 施 智 章 日本製鉄・本社
90 4 森 　 健 心 パ ー ク 2 4 90 3 髙 橋 　 輝 日本製鉄・室蘭
90 3 北 條 嘉 人 〃 90 2 原 　 祐 介 〃
90 3 塚 本 　 綾 〃 90 3 戸 田 将 太 日本製鉄・広畑
90 3 田 中 裕 大 〃 90 3 石 田 幸 伸 〃
90 初 案 浦 小 虎 ダ イ コ ロ 90 初 松 岡 拓 哉 JFEスチール
無差別 4 関 根 聖 隆 日本エースサポート 無差別 2 佐 藤 翔 太 日本製鉄・大分
無差別 3 大 村 康 太 〃 無差別 2 長 澤 　 樹 戸 髙 鉱 業 社
無差別 3 園 田 陸 斗 〃 無差別 2 濱 本 優 希 日本製鉄・名古屋
無差別 3 松 村 颯 祐 パ ー ク 2 4 無差別 3 石 村 健 真 日本製鉄・広畑
無差別 3 藤 鷹 裕 大 〃 無差別 3 山 元 隆 一 〃
無差別 4 グリーンカラニ海斗 〃 無差別 3 森 田 和 志 〃
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官　公　庁 運　　　輸
選手別 階級 段位 氏　　　名 所　　　属 選手別 階級 段位 氏　　　名 所　　　属
監 督 赤 迫 佑 介 東 京 拘 置 所 監 督 中 村 裕 次 郎 羽田タートルサービス
助 監 督 尾 張 太 一 水 戸 刑 務 所 助 監 督 山 脇 　 悟 日 本 通 運
コ ー チ 河 村 　 誓 府 中 刑 務 所 コ ー チ 古 田 昌 直 セ ン コ ー
主 務 伊 能 雄 助 千 葉 刑 務 所 主 務 渋 谷 　 蓮 羽田タートルサービス
トレーナー 大 金 良 二 東 京 拘 置 所

選 手 73 3 須 山 健 介 府 中 刑 務 所 選 手 73 3 佐々木光太朗 日 本 通 運
73 3 多 田 風 太 東 京 拘 置 所 73 3 竹 下 　 徹 〃
73 2 麥 間 亮 汰 水 戸 刑 務 所 73 3 立 石 倫 太 セ ン コ ー
73 3 眞 下 一 馬 横 浜 刑 務 所 73 3 福 島 大 樹 〃
73 3 子 安 麟 太 郎 千 葉 刑 務 所 73 3 日 野 敬 史 羽田タートルサービス
73 3 伴 　 直 哉 川越少年刑務所 73 2 池 福 祐 基 三菱ケミカル物流
90 3 三 笠 蒼 樹 府 中 刑 務 所 90 3 中 村 洸 登 日 本 通 運
90 3 板 井 琉 成 東 京 拘 置 所 90 3 影 浦 　 力 〃
90 3 瀬 部 晟 也 横 浜 刑 務 所 90 3 宮 﨑 楓 梧 セ ン コ ー
90 3 小 倉 浩 文 千 葉 刑 務 所 90 3 金 田 公 汰 〃
90 3 三 ツ 石 岳 大 東 京 拘 置 所 90 3 塩 沢 忠 沖 羽田タートルサービス
90 2 岡 田 　 穣 川越少年刑務所 90 3 斉 藤 　 群 三菱ケミカル物流
無差別 3 山 本 亮 馬 府 中 刑 務 所 無差別 3 臼 倉 汐 斗 日 本 通 運
無差別 4 長 谷 川 　 優 川越少年刑務所 無差別 3 木 村 亮 太 〃
無差別 3 中 根 健 志 水 戸 刑 務 所 無差別 3 吉 井 拓 海 〃
無差別 3 石 川 竜 多 〃 無差別 3 石 本 光 樹 セ ン コ ー
無差別 3 田 﨑 拓 也 横 浜 刑 務 所 無差別 2 中 島 　 亮 〃
無差別 3 野 口 綱 太 千 葉 刑 務 所 無差別 3 莊 司 英 寿 三菱ケミカル物流
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Ｂブロックリーグ戦　組み合わせ

第１位：　　　　　　　　　　　

第２位：　　　　　　　　　　　

No.

チーム名

No.

１ ２ ３ ４ 勝　負 順　位

繊　　維 医療・警備 Ｊ　　Ｒ 建設・電機・
機械 勝−負−分

１ 繊　　維

②−１ ②−３ ②−６

２ 医療・警備

②−１ ②−５ ②−４

３ Ｊ　　Ｒ

②−３ ②−５ ②−２

４ 建設・電機・
機械

②−６ ②−４ ②−２

※②は、試合場−試合順

B
ブ
ロ
ッ
ク

試合順序 第２試合場

１ 繊 維 部 門 VS 医療・警備部門

２ Ｊ Ｒ 部 門 VS 建設・電機・機械部門

３ 繊 維 部 門 VS Ｊ Ｒ 部 門

４ 医療・警備部門 VS 建設・電機・機械部門

５ 医療・警備部門 VS Ｊ Ｒ 部 門

６ 繊 維 部 門 VS 建設・電機・機械部門

７ 3位決定戦
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《Bブロック》

繊　　　維 医療・警備
選手別 階級 段位 氏　　　名 所　　　属 選手別 階級 段位 氏　　　名 所　　　属
監 督 吉 田 優 也 旭 化 成 監 督 小 橋 秀 規 Ａ Ｌ Ｓ Ｏ Ｋ
助 監 督 沼 田 康 弘 東 レ 助 監 督 新 納 啓 介 セントラル警備保障
〃 渡 邉 竜 一 ク ラ レ コ ー チ 松 井 陽 子 松波総合病院
〃 石 井 孝 敏 帝 人 〃 江 藤 広 幸 リンクスタッフグループ

主 務 矢 部 雅 和 ク ラ レ 〃 森 　 雄 二 北関東綜合警備保障
〃 西 澤 昌 樹 東 レ 〃 八 山 清 継 ＡＬＳＯＫ群馬
〃 土 居 祐 己 帝 人 トレーナー 山 平 光 利 Ａ Ｌ Ｓ Ｏ Ｋ

〃 桑 畑 政 幸 旭 化 成

選 手 73 3 本 田 祥 万 東 レ 選 手 73 3 長 谷 晃 希 松波総合病院
73 2 小 寺 圭 佑 〃 73 2 森 　 慎 乃 介 〃
73 初 長 尾 賢 志 郎 〃 73 2 幸 田 　 朗 リンクスタッフグループ
73 73 3 大 塚 遥 人 〃
73 73 3 岡 田 達 志 セントラル警備保障
73 73 3 伊 藤 海 央 音 北関東綜合警備保障
90 初 矢 部 雅 和 ク ラ レ 90 2 岸 良 武 輝 松波総合病院
90 3 丹 波 弘 太 郎 東 レ 90 3 大 竹 龍 之 助 リンクスタッフグループ
90 3 北 川 侑 瑚 〃 90 3 笹 間 幸 成 セントラル警備保障
90 初 茶 圓 純 大 〃 90 3 渡 邉 稜 都 〃
90 4 中 西 一 生 旭 化 成 90 初 石 黒 蒼 太 ＡＬＳＯＫ群馬
90 90 3 片 山 航 希 Ａ Ｌ Ｓ Ｏ Ｋ
無差別 3 新 井 滉 燿 東 レ 無差別 2 中 束 龍 人 松波総合病院
無差別 2 小 上 展 寿 〃 無差別 4 佐 野 慶 征 ＡＬＳＯＫ群馬
無差別 3 川 田 修 平 旭 化 成 無差別 3 浅 居 充 洋 セントラル警備保障
無差別 4 千 野 根 有 我 〃 無差別 4 菊 地 真 登 北関東綜合警備保障
無差別 3 鈴 木 直 登 〃 無差別 4 山 口 貴 也 Ａ Ｌ Ｓ Ｏ Ｋ
無差別 3 石 本 慎 太 郎 〃 無差別 3 小 嶋 洸 成 〃
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J　　　R 建設・電機・機械
選手別 階級 段位 氏　　　名 所　　　属 選手別 階級 段位 氏　　　名 所　　　属
監 督 山 口 耕 右 Ｊ Ｒ 九 州 監 督 棚 橋 正 典 豊田自動織機
コ ー チ 西 田 清 二 Ｊ Ｒ 東 日 本 助 監 督 斎 藤 利 輝 三菱重工名古屋
〃 上 原 正 義 Ｊ Ｒ 東 海 〃 中 島 大 勝 クラフティア

主 務 鹿 内 健 吾 Ｊ Ｒ 東 日 本 〃 菅 原 健 志 アドヴィックス
〃 及 川 大 介 〃 〃 野 口 　 修 建 装 工 業
〃 三 河 和 也 〃 〃 井 上 智 和 ジャパンエレベーターサービス
〃 松 藤 朗 生 Ｊ Ｒ 九 州 〃 中 山 　 修 東 芝
〃 那 須 紀 彦 Ｊ Ｒ 東 海
〃 小 栗 尚 文 〃

選 手 73 3 佐 藤 　 竜 Ｊ Ｒ 東 日 本 選 手 73 2 荒 木 慎 吾 クラフティア
73 3 荒 井 俊 貴 〃 73 4 木 戸 清 孝 アドヴィックス
73 2 堤 　 大 志 〃 73 3 柿 山 龍 之 介 三菱重工名古屋
73 2 岡 本 瑞 生 〃 73 2 増 田 耀 馨 豊田自動織機
73 2 舞 田 和 己 Ｊ Ｒ 東 海 73 3 市 川 晃 次 郎 ジャパンエレベーターサービス
73 3 矢 野 大 輝 Ｊ Ｒ 九 州 73 3 羽 田 野 啓 太 〃
90 3 近 藤 駿 介 Ｊ Ｒ 東 日 本 90 2 高 垣 　 魁 三菱重工名古屋
90 2 森 田 光 裕 〃 90 2 榎 並 弘 征 豊田自動織機
90 3 祝 　 貴 之 Ｊ Ｒ 九 州 90 2 小 西 雄 大 建 装 工 業
90 3 山 崎 一 秀 〃 90 3 大 野 翔 太 〃
90 3 名 村 慶 太 〃 90 3 古 田 直 也 東 芝
90 2 比 嘉 大 翔 〃 90 2 山 崎 裕 士 郎 〃
無差別 3 中 藤 　 誠 Ｊ Ｒ 東 日 本 無差別 5 前 田 崚 登 アドヴィックス
無差別 3 髙 木 一 石 〃 無差別 3 古 川 裕 熙 〃
無差別 3 弓 削 凛 月 Ｊ Ｒ 九 州 無差別 3 石 川 智 啓 〃
無差別 3 斗 石 凛 太 郎 〃 無差別 2 梅 津 昇 波 豊田自動織機
無差別 3 矢 野 湧 真 〃 無差別 4 斉本研アレクサンドル ジャパンエレベーターサービス
無差別 3 糸 瀬 大 輝 〃 無差別 3 池 上 拳 伸 東 芝
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第３位決定戦

第　３　位

決勝戦

優　　　勝

Ａブロック　　　１位 Ｂブロック　　　１位

　
　
　部
門

　
　
　
　部
門

　
　
　部
門

　
　
　
　部
門

Ａブロック　　　２位 Ｂブロック　　　２位

①－７

②－７

決
勝
・
三
位
決
定
戦
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過　去　の　成　績

年 回 開　　催　　地 参加数 優　勝　団　体　名
昭和28年 １ 講 道 館 ６ 繊　　維　　部　　門
　　29　 ２ 　 〃 　 ６ 繊　　維　　部　　門

　　30　 ３ 　 〃 　 11
１　部 ２　部
鉄鋼部門 鉄鋼部門

　　31　 ４ 　 〃 　 11 繊維部門 繊維部門
　　32　 ５ 　 〃 　 11 石炭部門 繊維部門
　　33　 ６ 　 〃 　 10 繊維部門 繊維部門
　　34　 ７ 　 〃 　 ８ 鉄鋼部門 繊維部門
　　35　 ８ 　 〃 　 10 繊維部門 繊維部門
　　36　 ９ 　 〃 　 10 鉄鋼部門 繊維部門
　　37　 10 　 〃 　 ９ 繊維部門 繊維部門
　　38　 11 　 〃 　 10 繊 維 部 門
　　39　 12 愛 知 県 体 育 会 館 ８ 繊 維 部 門
　　40　 13 講 道 館 ６ 鉄 鋼 部 門
　　41　 14 　 〃 　 ８ 機 械 部 門
　　42　 15 　 〃 　 ８ 繊 維 部 門
　　43　 16 蒲 郡 市 民 体 育 館 10 機 械 部 門
　　44　 17 大 阪 市 立 修 道 館 ９ 機 械 部 門
　　45　 18 講 道 館 12 繊 維 部 門
　　46　 19 　 〃 　 11 鉄 鋼 部 門
　　47　 20 　 〃 　 11 繊 維 部 門
　　48　 21 　 〃 　 11 繊 維 部 門
　　49　 22 　 〃 　 11 繊 維 部 門
　　50　 23 　 〃 　 10 繊 維 部 門
　　51　 24 　 〃 　 11 繊 維 部 門
　　52　 25 　 〃 　 12 繊 維 部 門
　　53　 26 　 〃 　 12 繊 維 部 門
　　54　 27 　 〃 　 12 鉄 鋼 部 門
　　55　 28 　 〃 　 12 鉄 鋼 部 門
　　56　 29 新日鉄・名古屋体育館 13 鉄 鋼 部 門
　　57　 30 神 奈 川 県 立 武 道 場 13 繊 維 部 門
　　58　 31 　 〃 　 13 繊 維 部 門
　　59　 32 講 道 館 13 鉄 鋼 部 門
　　60　 33 　 〃 　 14 鉄 鋼 部 門
　　61　 34 　 〃 　 14 繊 維 部 門

　　62　 35 　 〃 　 15
１　部 ２　部
繊維部門 機械部門

　63 36 〃 15 繊維部門 医療接骨部門
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印刷物制作の予算・部数・納期など企画の段階からご相談ください。
写真撮影・デザインから印刷・納品までトータルにサポートします。

あらゆる印刷物を
より良い“パートナーシップ”で

お客様のニーズに合わせてカタチ
4 4 4

にします。

お客様の制作意図をより深く理解し、ご満足いただけるデザインを創造します。
きめ細かな対応で高品質印刷物の短期納品をお約束します。

https://www.daicolo.co.jp

ISO14001：2015 大阪本社・工場

大阪本社 〒573-1132 大阪府枚方市招提田近2-8 ☎072-850-0771（代）・大阪営業部 ☎072-819-5288・営業２課 ☎072-867-3436
東京支社 〒131-0034 東京都墨田区堤通1-19-9 リバーサイド隅田セントラルタワー２階 ☎03-3619-6117 ／ 仙台支店 ☎022-355-6841
名古屋支店 ☎052-747-7510 ／ 愛媛クリエイティブラボ ／ 広島支店 ☎082-249-6911 ／ 福岡支店 ☎092-413-3888
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年 回 開　　催　　地 参加数 優　勝　団　体　名

平成元年 37 講 道 館 15
１　部 ２　部
繊維部門 印刷出版部門

　　２　 38 　 〃 　 15 繊維部門 情報流通部門
　　３　 39 　 〃 　 15 繊維部門 印刷出版部門
　　４　 40 　 〃 　 15 繊維部門 電機部門
　５ 41 　 〃 　 15 繊維部門 水産食品部門
　６ 42 　 〃 　 15 繊維部門 通信警備部門
　７ 43 　 〃 　 15 繊維部門 建設部門
　８ 44 　 〃 　 15 繊維部門 運輸部門
　９ 45 　 〃 　 15 繊維部門 印刷出版部門
　10 46 　 〃 　 16 繊維部門 医療接骨部門
　11 47 　 〃 　 14 繊維部門 官公庁部門
　12 48 　 〃 　 12 医療接骨部門 運輸部門
　13 49 　 〃 　 12 通信警備部門 官公庁部門
　14 50 　 〃 　 12 通信警備部門 医療接骨部門
　15 51 　 〃 　 12 繊維部門 鉄鋼部門
　16 52 　 〃 　 12 繊維部門 官公庁部門
　17 53 　 〃 　 10 繊維部門 建設·電機部門

２ブロック・リーグ戦へ移行 優　　勝 準 優 勝 第 ３ 位
　18 54 講 道 館 10 繊維部門 警備部門
　19 55 　 〃 　 10 繊維部門 警備部門 医療接骨部門
　20 56 　 〃 　 10 繊維部門 鉄鋼部門 食品·印刷部門
　21 57 　 〃 　 10 繊維部門 鉄鋼部門 警備部門
　22 58 　 〃 　 10 繊維部門 鉄鋼部門 食品·印刷部門
　23 59 　 〃 　 10 繊維部門 鉄鋼部門 警備部門
　24 60 〃 10 繊維部門 鉄鋼部門 食品·印刷·サービス部門
　25 61 〃 10 繊維部門 食品·印刷·サービス部門 鉄鋼部門
　26 62 〃 10 食品·印刷·サービス部門 繊維部門 鉄鋼部門
　27 63 〃 10 繊維部門 食品·印刷·サービス部門 運輸部門
　28 64 〃 ９ 食品·印刷·サービス部門 繊維部門 鉄鋼部門
　29 65 〃 ８ 食品·印刷·サービス部門 繊維部門 運輸部門
　30 66 〃 ８ 繊維部門 食品·印刷·サービス部門 運輸部門
令和元年 67 〃 ８ 食品·印刷·サービス部門 鉄鋼部門 繊維部門
　　２　 68 新型コロナウイルス感染症拡大防止の為中止
　　３　 69 新型コロナウイルス感染症拡大防止の為中止

２ブロック・３階級別に移行 優　　勝 準 優 勝 第 ３ 位
　　４　 70 講 道 館 ７ 繊維部門 食品·印刷·サービス部門 建設・電機・機械部門
　　５　 71 〃 ８ 食品·印刷·サービス部門 運輸部門 繊維部門
　　６　 72 〃 ８ 食品·印刷·サービス部門 繊維部門 建設・電機・機械部門
　　７　 73 〃 ８
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過 去 の 成 績（女子の部）

年 開　　催　　地 優 勝 チ ー ム
平成６年 講　　道　　館 東　　　軍
　　７　 　〃　 西　　　軍
　　８　 　〃　 西　　　軍
　　９　 　〃　 西　　　軍
　　10　 　〃　 東　　　軍
　　11　 中　　　　　止 ――――
　　12　 講　　道　　館 西　　　軍
　　13　 　〃　 西　　　軍
　　14　 中　　　　　止 ――――
　　15　 講　　道　　館 東　　　軍

平成 16 年以降中止
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第 73 回

全日本産業別柔道大会

期日　　2025年11月23日（日・祝）	 場所　　講 道 館
主催　　全日本実業柔道連盟　　　　　　主管　　東日本実業柔道連盟
後援　（公財）講道館・（公財）全日本柔道連盟


